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80人が新たなステージへ旅立ち
～小中学校卒業式～

　管内の小・中学校では、新型コロナウイルス感染症拡大防止による臨時休業が続く中、中学校は13日（金）、小
学校は19日（木）に卒業式を実施しました。
　式練習がほとんどできない状況でしたが、当日は、内容の精選と時間短縮のもと、卒業生が保護者や在校生、
先生に温かい拍手で迎えられて入場し、慣れ親しんだ校歌を斉唱したあと、一人ずつ壇上に上がり、校長先生か
ら卒業証書を受け取りました。
　卒業生は在校生とともに今までの思い出を振り返り、大きな感動のもとに学び舎を巣立っていきました。（笠置
小２人、和束小18人、南山城小14人、和束中24人、笠置中22人が卒業式を迎えました。）
　卒業生たちが仲間と一緒に過ごした思い出を胸に、これからもより大きく成長してくれることを願っています。

和束中学校

笠置小学校

笠置中学校

和束小学校 南山城小学校
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学
校
と
地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
『
地
方
創
生
』

【
学
校
教
育
】

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
、
キ
ャ
リ

ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
の
新
た
な
取
組
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
導
入
、

G
IG
A

ス
ク
ー
ル
構

＝
令
和
２
年
度
「
連
合
の
教
育
」
の
重
点
＝

想
な
ど
に
対
応
す
べ
く
、
今
年
度
も
三
つ
の

柱
で
臨
み
ま
す
。

　

一
つ
目
の
柱
は
「〝
相
楽
東
部
な
ら
で
は
〟

の
教
育
の
一
層
の
推
進
」
で
す
。

　

小
規
模
校
の
特
性
を
活
か
し
、
子
ど
も
や

保
護
者
に
と
っ
て
〝
魅
力
あ
る
〟
学
校
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
地
域
学
校

協
働
活
動
、
学
校
の
地
域
貢
献
等
に
よ
り
、

我
が
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
誇
り
に
思
う
児
童

生
徒
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
質
の
高
い
学
力
を
は
ぐ
く

む
こ
と
」
で
す
。
各
校
教
職
員
が
一
体
と

な
り
、
自
校
の
課
題
と
目
標
を
共
有
し
て
、

学
力
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
非
認
知
能
力
と
認
知
能
力
の
一
体

的
な
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

　

三
つ
目
の
柱
「
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
」

に
お
い
て
は
、
道
徳
科
を
要
と
し
た
道
徳
教

育
、
人
権
学
習
を
軸
と

し
た
人
権
教
育
な
ど
心
の

教
育
の
一
層
の
充
実
を

図
り
、
他
人
を
思
い
や
る

心
、
他
者
と
の
共
生
、
自

己
肯
定
感
な
ど
の
涵か

ん
よ
う養

に

力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

【
社
会
教
育
】

　
『
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
も
が
、
自

己
実
現
に
向
け
て
、
多
様
な
方
法
で
主
体

的
に
学
び
続
け
、
学
習
成
果
を
適
切
に
活

か
す
』
と
い
う
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

○�
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
機
会

の
提
供
と
環
境
整
備

〇
学
習
の
成
果
を
活
か
す
場
の
充
実

〇
不ふ

え
き易

と
流
行
に
基
づ
く
事
業
開
催

〇�

各
町
村
に
お
け
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
活
性
化
と
相
互
交
流

〇
自
然
環
境
や
文
化
財
の
保
護

〇
サ
ー
ク
ル
活
動
の
一
層
の
活
性
化

〇
和
束
地
域
学
校
協
働
本
部
の
設
置

　

学
校
と
地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
一

層
強
化
し
、
連
合
の
〝
ワ
ン
チ
ー
ム
〟
化
の

も
と
、
新
し
い
教
育
の
実
現
に
よ
る
地
方
創

生
に
努
め
て
い
き
た
く
、
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
）

１　乳幼児・青少年教育、成人教育や高齢者教育など生涯
の各時期に応じた学習機会の充実
２　地域の特性を活かした文化活動の充実・発展、各種文
化サークルの活動促進
３　地域住民のライフステージやライフスタイルに応じた
生涯スポーツの推進
４　家庭・地域社会の教育力の向上及びコミュニティ・ス
クールと一体化した『地域学校協働活動』の積極的推進
５　社会問題や現代的課題に対応すべく、学校・家庭・地
域社会が連携・協働した子どもを支援する取組の推進
６　学校・家庭・地域社会や関係諸機関、各種団体などと
連携・協働した総合的な人権教育の推進

社会教育の推進

①一人一人が包み込まれ、みんなでつながる学校づくり
　�・いじめの未然防止と不登校児童生徒ゼロを目指す取組の推進

　�・スクールカウンセラーと連携した教育相談、生徒指導の充実

②児童生徒の体力の向上と健やかなからだづくり
　�・指導体制の確立による運動能力、競技力の向上と部活動の充実

　�・薬物乱用防止など多様化、深刻化する健康課題への組織的な対応

③特別支援教育の充実
　�・障がいにより教育上支援を要する全ての児童生徒への適切な支援

　�・特別支援学級の充実と広域連合通級指導教室の設置及び適切な運営

④感性を磨き、創造力や表現力などを高める読書活動の推進
　�・『子どもの読書活動推進計画』に基づく読書に親しむ活動の推進

　�・管内各町村図書室との積極的な連携

⑤管内学校間連携強化による相互支援と切磋琢磨
　�・交流（合同）学習における小小・中中連携、教科指導に係る小中連携

　�・小中の確かなつながり、教職員間における積極的な交流と相互支援

⑥目標に向かって挑戦し続け、外とつながる活気のある学校
　�・児童生徒の個性や能力、主体性を伸ばし、対外的にも活躍する学校

　�・相楽東部広域連合教育委員会研究指定校における研究発表会

⑦いのちを守るべく、安心・安全な学校づくり
　�・危機対応能力（自ら判断し、自ら行動する力）の育成

　�・安心・安全の確保に向けた教育環境づくり

学校教育　具体的重点事項
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まち＊むらの 話題

笠
置
町

笠
置
町

和
束
町

公
用
車
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

笠
置
駅
ピ
ア
ノ
設
置

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

を
使
っ
た
ガ
イ
ド
付
送
迎
ツ
ア 

ー
を
実
施
し
ま
し
た

第
12
回
笠
置
町

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会

　

３
月
６
日
（
金
）、
ツ
ー

ワ
イ
合
成
有
限
会
社
か
ら

笠
置
町
に
公
用
車
を
１
台

寄
贈
い
た
だ
き
、
贈
呈
式

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
松
本
社

長
か
ら
西
村
町
長
に
目
録

が
、
町
長
か
ら
社
長
に
感

謝
状
が
受
け
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
寄
贈
い
た
だ
い

た
公
用
車
は
建
設
産
業
課

へ
配
置
さ
れ
、
活
用
さ
れ

ま
す
。

　

笠
置
駅
の
駅
舎
内
に
だ
れ
で
も
自
由
に
弾
け
る
〝
駅
ピ
ア

ノ
〟
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
ご
利
用
で
き
る
時

間
は
、
午
前
９
時
～
午

後
６
時
ま
で
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
の
消
毒
液
も
設
置

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

演
奏
前
に
は
手
を
消

毒
し
て
い
た
だ
き
、
注

意
事
項
を
読
ん
で
楽

し
く
正
し
く
演
奏
し
て

く
だ
さ
い
。

　

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
、
時
速
20
㎞
未
満
で

公
道
を
走
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
優
し
い
電
気
自
動
車
で

す
。

　

３
月
に
は
、
町
の
代
表
的
な
茶
畑
景
観
「
白
栖
・
石
寺
の

茶
畑
」
を
巡
る
『
石
寺
の
茶
畑
ル
ー
ト
』、
車
で
は
な
か
な

か
巡
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
八
坂
の
大
杉
」
や
、
商
店
を
通

る
『
中
和
束
ル
ー
ト
』
の
運
行
を
実
施
し
、
多
く
の
方
に
乗

車
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

乗
客
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
開
放
感
の
あ
る
車
両
で
の

茶
畑
周
遊
は
と
て
も
気
持
ち
よ
か
っ
た
」、「
地
域
の
移
動
手

段
と
し
て
期
待
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

和
束
町
で
は
、

引
き
続
き
住
民
の�

移
動
手
段
の
確

保
、
ま
た
新
た

な
観
光
手
段
と
し

て
、
令
和
２
年
度

は
２
台
体
制
で
有

償
運
送
を
見
据
え

て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

住
民
の
み
な
さ

ん
に
は
、
引
き
続

き
ご
支
援
・
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

３
月
11
日
（
水
）、

「
第
12
回
笠
置
町
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
審

査
会
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
今
回
か
ら
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
か
ら

の
参
加
も
募
集
し
た

結
果
、
昨
年
を
上
回

る
41
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
松
村

悦
道
さ
ん
（
城
陽
市
）

の
「
散
り
初
め
」、
優

秀
賞
は
松
村
勝
弘
さ

ん
（
城
陽
市
）
の
「
ワ

～
き
れ
い
」、
佳
作
は

塩
見
芳
隆
さ
ん
（
京

都
市
）
の
「
あ
お
ぎ

見
る
錦
秋
」、
上
杉
裕

明
さ
ん
（
三
重
県
名

張
市
）
の
「
清
流
木

津
川
」
ま
た
、
審
査

員
特
別
賞
と
し
て
永

野
茂
雄
さ
ん
（
奈
良

県
生
駒
市
）
の
「
笠

置
の
町
歩
き
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
は
笠
置
町
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
４
月
１
日

（
水
）
～
30
日
（
木
）
ま
で
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

「石寺の茶畑」を前に周遊を楽しむ観光客

審査員特別賞「笠置の町歩き」　永野茂雄さん 佳作「清流木津川」　上杉裕明さん
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まち＊むらの 話題

和
束
町

南
山
城
村

南
山
城
村

む
ら
の『
お
茶
の
日
』を
宣
言

自
治
功
労
者
表
彰

保
育
園
で
じ
ゃ
が
い
も
植
え
体
験

茶
源
郷
和
束
の
魅
力
発
信

　

２
月
27
日
（
木
）、
第
42
回
南
山
城
村
茶
業
者
大
会
が
南

山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
宇
治
茶
の
主
産
地�

南
山
城
村
茶
品
評
会
や

茶
園
品
評
会
で
入
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
表
彰
と
株
式
会
社

辻
利
一
本
店�

代
表
取
締
役
社
長
の
辻
俊
宏
さ
ん
に
よ
る
講

演
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
当
日
を
『
お
茶
の
日
』
と
す
る
宣
言
が
採
択

さ
れ
、
お
茶
の
振
興
・
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

２
月
23
日
（
日
）、「
第
38
回
文
化
の
つ
ど
い
」
で
村
自

治
功
労
者
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
南
山
城
村
の
自
治
に
功
労
の
あ
っ
た
方
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
南
山
城
村
議
会
議
員
と
し
て
平
成
８
年
４
月
か

ら
平
成
19
年
６
月

ま
で
の
11
年
３
か

月
、
南
山
城
村
長

と
し
て
平
成
19
年

６
月
か
ら
令
和
元

年
６
月
ま
で
の
12

年
間
、
多
年
に
わ

た
り
村
政
の
発
展

に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
手
仲
圓
容
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

３
月
16
日
（
月
）、
南
山
城
保
育
園
で
園
児
が
じ
ゃ
が
い

も
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
じ
ゃ
が
い
も
は
６
月
に
、
小
学
１
年
生
に
な
っ
た
子

ど
も
た
ち
を
招
待
し
て
み

ん
な
で
収
穫
す
る
予
定
を

し
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
じ
ゃ
が
い
も
が

た
く
さ
ん
採
れ
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
な
が
ら
、
一

つ
ず
つ
丁
寧
に
植
え
ま
し

た
。
じ
ゃ
が
い
も
植
え
の

後
は
畑
の
草
引
き
を
し
た

り
、
花
を
摘
ん
で
花
束
を

作
っ
た
り
、
思
い
思
い
に

畑
で
の
作
業
や
遊
び
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

３
月
７
日
（
土
）、
茶
源
郷
和
束
魅
力
発
信
事
業
と
し
て

ド
ロ
ー
ン
ツ
ア
ー
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

撮
影
し
た
写
真
や
動
画
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
配
信
す
る
こ
と
で

観
光
促
進
に
協
力
す
る
こ
と
を
参
加
の
条
件
と
す
る
ツ
ア�

ー
で
、
50
人
以
上
の
応
募
者
の
中
か
ら
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数

が
多
い
な
ど
発
信
力
の
あ
る
14
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
ド
ロ
ー

ン
初
体
験
の
人
も
い
ま
し
た

が
、
普
段
は
入
る
こ
と
が
で

き
な
い
茶
畑
の
撮
影
を
す
る

こ
と
は
貴
重
な
体
験
だ
と
楽

し
ま
れ
、
そ
の
場
で
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
やFacebook

を

使
っ
て
発
信
し
て
い
る
参
加

者
も
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食

後
に
は
お
茶
の

淹
れ
方
講
座
な

ど
も
あ
り
、
興

味
を
も
っ
た
参

加
者
は
和
束
茶

カ
フ
ェ
で
お
茶

を
購
入
し
て
帰

ら
れ
ま
し
た
。
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保健・福祉

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分〜午後０時30分

診療時間 午前９時〜

症状によっては診察できない場合や京都山城総合
医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
５月の診療科目は次のとおりです。（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目 月　　日 診療科目

５月� 3日（日・祝）

内科

　　10日（日） 内科

　　� 4日（月・祝） 　　17日（日） 内科

　　� 5日（火・祝） 　　24日（日）
内科・小児科

　　� 6日（水・振） 内科・小児科 　　31日（日）
※４月分については広報れんけい３月号をご覧ください。

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）

シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　 

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
61
　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
値
、
気
に
し
て
い
ま
す
か
？

　

生
命
に
関
わ
る
脳
梗
塞
・
脳
出
血
・
心

筋
梗
塞
な
ど
の
原
因
と
な
る
動
脈
硬
化
の

危
険
因
子
と
し
て
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
・

脂
質
異
常
症
・
肥
満
・
喫
煙
な
ど
の
生

活
習
慣
病
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
こ
の
な
か
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
異

常
を
き
た
す
「
脂
質
異
常
症
」
に
つ
い
て

取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
健
診
な
ど

で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
値
を
調
べ
ら
れ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
と
か
Ｈ
Ｄ
Ｌ

と
か
や
や
こ
し
い
で
す
ね
。
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
い
わ
ゆ
る
悪
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
で
必
要
以
上
に
多
い
と
動
脈
壁
に

ど
ん
ど
ん
た
ま
っ
て
い
き
、
動
脈
硬
化
を

進
行
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と

い
わ
れ
、
余
分
な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
回

収
し
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
役
割
を
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
数
値
が
高
く
て
も

自
覚
症
状
が
な
く
、
動
脈
硬
化
の
合
併

症
が
出
て
し
ま
っ
て
か
ら
し
か
気
付
け
な

い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
健

診
な
ど
で
の
採
血
検
査
が
重
要
と
な
る

わ
け
で
す
。
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

１
４
０
㎎
／
dL
以
上
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
40
㎎
／
dL
未
満
で
「
脂
質
異
常

症
」
と
診
断
さ
れ
ま
す
。
診
断
さ
れ
れ
ば
、

そ
の
他
の
危
険
因
子
に
よ
り
リ
ス
ク
区
分

さ
れ
、
管
理
目
標
値
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

生
活
習
慣
の
改
善
・
食
事
療
法
・
運
動

療
法
な
ど
を
適
切
に
お
こ
な
い
、
不
十
分

で
あ
れ
ば
薬
物
治
療
に
進
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
食
事
療
法
と
い
わ
れ
て
も
な
か
な

か
難
し
い
で
す
が
、
ま
ず
は
摂
取
量
を
減

ら
す
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
お
か
ず
は
肉
類

よ
り
も
魚
介
類
・
大
豆
製
品
を
多
く
し
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
く
含
ま
れ
て
い
る

食
品
（
卵
・
レ
バ
ー
）
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

運
動
療
法
は
１
回
30
分
以
上
の
有
酸
素

運
動
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
速
歩
・
水
泳
・

サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
）
を
週
３
回
以
上
お

こ
な
い
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
生
活
習
慣
の

改
善
が
健
康
寿
命
の
延
長
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

最
後
に
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
症
と
い
う
遺
伝
病
に
つ
い
て
補
足
し
ま

す
。
約
５
０
０
人
に
１
人
と
非
常
に
頻

度
が
高
い
疾
患
で
す
が
、
若
い
頃
か
ら

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
こ
と
以

外
に
症
状
が
な
く
、
無
治
療
で
あ
れ
ば
30

歳
代
で
も
心
筋
梗
塞
を
発
症
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
若
い
か
ら
大
丈
夫
と
過
信

せ
ず
、
健
診
な
ど
の
検
査
は
積
極
的
に

受
け
て
い
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

た
け
も
と
ク
リ
ニ
ッ
ク

竹た
け
も
と本

康や
す
ひ
ろ宏

☎0774・73・9988（直通）

日　程　5月上旬頃
整備内容
　案内表示板　�複数ある駐車場の空車・満

車案内表示板の設置（渋滞
の緩和対策）

　正面駐車場　�地下駐車場のフラット化
（快適にスムーズな駐車が
可能）

　第 2・3駐車場　�全面舗装等のインフラ
整備

その他
◇外来診察の方は８時間無料で、受診後に出口精算機に駐車券・診察券を入れると連動して８時間無料が適用されます。
◇ご家族・お見舞い等の方は有料。各病棟に設置した専用の認証機に各自で駐車券を認証することで、割引が適用されます。
◇送迎バスは従来通り運行します。
問合せ　京都山城総合医療センター�事務局　☎ 0774・72・0235

京都山城総合医療センター駐車場のリニューアルについて
駐車料金 ①外来診察の方 ②�ご家族・お見舞い

等の方 ①　②以外の方

正面 入庫から８時間無料
以降60分100円

入庫から30分無料
以降60分毎200円

最大500円
60分600円

第３
入庫から８時間
無料以降60分
100円

入庫から60分無料
以降60分毎200円

最大500円
60分600円

第２
入庫から８時間
無料以降60分
100円

入庫から４時間無料
以降60分200円

最大300円
１回500円
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安心・安全

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

◇
気
を
付
け
て 

京
都
の
山
の
遭
難 

８
日
に
一
人

◇
湯
船
駐
在
所
移
転
の
ご
案
内

　

昨
年
中
、府
内
の
山
で
は
32
件
の
遭
難
事
故
が
発
生
し
、

45
人
の
遭
難
者
の
う
ち
、
３
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
遭
難
を
防
ぐ
３
つ
の
方
法

　

①
地
図
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
山
道
か
ら
外
れ
な
い

　

②�

加
齢
に
伴
う
体
力
の
低
下
を
考
え
た
計
画
・
山
歩
き

を

　

③�

登
山
計
画
書
を
作
る
（
山
道
の
下
調
べ
は
Ｏ
Ｋ
？
持

ち
物
は
万
全
？
）

　

湯
船
駐
在
所
は
建
物
の
老
朽
化
等
の
た
め
、奈
良
交
通
・

五
ノ
瀬
バ
ス
停
前
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

３
月
２
日
（
月
）
か
ら
移
転
先
で
の
業
務
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

　

京
都
府
木
津
警
察
署
湯
船
駐
在
所

　
　
　

和
束
町
大
字
湯
船
小
字
五
ノ
瀬
61
番
地
の
１

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
２
４
１
２

問
合
せ　

木
津
警
察
署

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４･

72･

０
１
１
０

笠
置
小
学
校
合
同
避
難
訓
練

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

２
月
26
日
（
水
）、
笠
置
小
学
校
で
小
学
校
の
児
童
・
職

員
と
相
楽
中
部
消
防
組
合
、
笠
置
町
消
防
団
に
よ
る
合
同
避

難
訓
練
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
避
難
訓
練
は
、
児
童
・
職
員
の
避
難
行
動
や
、
各
関

係
機
関
の
協
力
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
笠
置
小
学

校
で
起
こ
っ
た
火
災
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
い
う
願

い
で
毎
年
２
月
26
日
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
に
よ
る
火
災
と
い
う
想
定
で
、
児
童
の
避
難
か
ら
職

員
・
消
防
署
・
消
防
団
に
よ
る
消
火
活
動
ま
で
の
一
連
の
訓

練
が
ス
ム
ー
ズ
に
お
こ
な
わ
れ
、
無
事
に
訓
練
が
終
了
し
ま

し
た
。

　

訓
練
を
通
じ
て
、
火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
が
一
層
高

ま
っ
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
（
月
）
～
15
日
（
水
）
ま
で
の
10
日
間
は
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施
期
間
で
す
。

運
動
重
点

　

・
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
確
保

　

・
高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
の
励
行

　

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　　

運
動
期
間
中
の
み
で
な
く
、
み
ん
な
で
交
通
安
全
意
識
を

高
め
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

笠�
置
町
で
は　

防
災
無
線
と
の
ぼ
り
旗
の
設
置
を
お
こ
な

い
ま
す
。

和�

束
町
で
は　

４
月
７
日
（
火
）
午
前
７
時
30
分
か
ら
８
時

ま
で
和
束
町
白
栖
橋
前
交
差
点
付
近
で
街
頭
啓
発
活
動

を
お
こ
な
い
ま
す
。

南�

山
城
村
で
は　

４
月
11
日
（
土
）、
午
前
11
時
～
正
午
ま

で
、�

道
の
駅
お
茶
の
京
都
み
な
み
や
ま
し
ろ
村
で
街
頭
啓

発
活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。

主　

催　

笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村

　
　
　
　

�

笠
置
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
・
和
束
町
交
通
安

全
対
策
協
議
会
・
南
山
城
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

 

「
ゆ
と
り
あ
る

 　

マ
ナ
ー
で
春
め
く

 　
　
　
　
　

京
の
ま
ち
」
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行政 Adm i n i s t r a t i o n

交　

通　

事　

故

人　

権　

特　

設

４
月

９
日

５
月

14
日

21
日

６
月

11
日

７
月

９
日

16
日

８
月

13
日

９
月

10
日

17
日

10
月

８
日

11
月

12
日

19
日

12
月

10
日

１
月

14
日

21
日

２
月

12
日

３
月

11
日

18
日

備
考

◇
毎
月
第
２
木
曜
日

　

※
た
だ
し
２
月
の
み

　

第
２
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

◇�

受
付
は
午
後
３
時
30
分

ま
で

◇
午
後
開
始
は
１
時
か
ら

◇
奇
数
月
第
３
木
曜
日

　

午
後
１
時
～
４
時

◇�

受
付
は
午
後
３
時
30
分

ま
で

場　

所　

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎�

第
３
会
議
室

問
合
せ　

�

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
木
津
地
域
総
務
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
０
５
１

　

任
期
満
了
に
伴
う
笠
置
町
長
選
挙
が
３
月
15
日
（
日
）
に

執
行
さ
れ
、
中
淳
志
氏
が
初
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日

ま
で
の
４
年
間
で
す
。

令
和
２
年
度
府
民
相
談
日

笠
置
町
長
選
挙

中
淳
志
氏
が
初
当
選

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

移
住
定
住
促
進
業
務
の
窓
口
・

問
合
せ
先
が
変
わ
り
ま
す

笠置町南山城村
　

杉
岡
義
信
議
長

が
議
会
議
長
在
職

５
年
以
上
並
び
に

議
会
議
員
在
職
11

年
以
上
の
自
治
功

労
者
と
し
て
、
西

岡
良
祐
議
員
が
議

会
議
員
在
職
11
年

以
上
の
自
治
功
労

者
と
し
て
京
都
府

町
村
議
会
議
長
会

表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

業
務
の
配
置
換
え
に
伴
い
、
４
月
か
ら
移
住
定
住
促
進
業

務
の
窓
口
・
問
合
せ
先
が
、「
む
ら
づ
く
り
推
進
課
」
か
ら
「
産

業
観
光
課
」
に
変
わ
り
ま
す
。

主
な
移
住
定
住
促
進
業
務

　

・
田
舎
暮
ら
し
定
住
促
進
奨
励
金
に
関
す
る
こ
と

　

・
空
き
家
バ
ン
ク
に
関
す
る
こ
と
（
物
件
の
登
録
相
談
・

利
用
相
談
）

　

・「
移
住
交
流
ス
ペ
ー
ス�

や
ま
ん
な
か
」
に
関
す
る
こ
と

　

・
そ
の
他
の
移
住
定
住
促
進
業
務
に
関
す
る
こ
と

問
合
せ　

南
山
城
村
産
業
観
光
課　

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
５
（
直
通
）

宇
治
税
務
署
か
ら

確
定
申
告
期
限
延
長
の
お
し
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
申
告
所
得
税
・
贈
与
税
・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
に

つ
い
て
、
４
月
16
日
（
木
）
ま
で
申
告
・
納
付
期
限
を
延
長

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
申
告
所
得
税
と
個
人
事
業
者
の
消
費
税

の
振
替
納
税
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
振
替
日
に
つ
い
て

も
、
延
長
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
振
替
日
に
つ
い
て
は

確
定
後
お
し
ら
せ
し
ま
す
。）。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
お
近

く
の
税
務
署
で
発
行
す
る
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
確
定
申
告
会
場
に

出
向
く
こ
と
な
く
、
ご
自
宅
等
か
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
申
告

（e-Tax

）
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
必
要
な

事
項
を
入
力
し
て
、e-Tax

で
申
告
す
れ

ば
、
医
療
費
の
領
収
書
や
寄
附
金
の
受

領
証
な
ど
の
書
類
を
提
出
す
る
必
要
が

な
く
、
大
変
便
利
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
還
付
申
告
の
例
】

給
与
所
得
者
や
公
的
年
金
受
給
者
で
、

医
療
費
控
除
・
寄
附
金
控
除
（
ふ
る
さ

と
納
税
等
）・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）
に
よ
り
還
付
を
受

け
ら
れ
る
方�

等

問
合
せ　

宇
治
税
務
署

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
44
・
４
１
４
１ 〇申告・納付期限

延長前

→

延長後
申 告 所 得 税 ３月16日（月）

４月16日（木）個人事業者の消費税 ３月31日（火）
贈 与 税 ３月16日（月）

西岡　良祐 議員 杉岡　義信 議長
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おしらせ

ߨ

࠲　

ߨ

࠲　

日　

時

　

前
期　

入
門
編　

５
月
12
日
～
９
月
１
日

　
　
　
　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午　

全
16
回

　
　
　

※
予
備
日　

な
し

　
　
　

※
休
講
日　

８
月
11
日

　

後
期　

基
礎
編　

９
月
８
日
～
２
月
16
日

　
　
　
　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午　

全
19
回

　
　
　

※
予
備
日　

２
月
23
日　
　

　
　
　

※�

休
講
日　

９
月
22
日
・
11
月
３
日
・

12
月
29
日
・
１
月
５
日　

場　

所　

�

相
楽
会
館
大
ホ
ー
ル
（
木
津
川
市

木
津
上
戸
15
番
地
）

受
講
資
格

　

◇
初
め
て
手
話
を
学
ぶ
方

　

◇�

笠
置
町
・
和
束
町
・
精
華
町
・
南
山
城

村
・
木
津
川
市
に
在
住
、
ま
た
は
通
勤
・

通
学
さ
れ
て
い
る
高
校
生
以
上
の
方

定　

員　

40
人

費　

用　

�

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
自
己

負
担
、
行
事
参
加
費
が
必
要
な
場

合
あ
り
）

教　

材　
�

手
話
奉
仕
員
養
成
テ
キ
ス
ト｢

手

話
を
学
ぼ
う　

手
話
で
話
そ
う｣

　
　
　
　

�
一
般
財
団
法
人
全
日
本
ろ
う
あ
連

盟
出
版
局
発
行　

３
２
４
０
円（
税�

込
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

◦
和
束
町
教
室

実
施
日　

４
月
20
日
（
月
）

実
施
日　

４
月
18
日
（
土
）

時　

間　

�

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ�

ー
ル
）

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

　

※�

受
講
生
以
外
の
方
で
も
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

実
施
日　

４
月
９
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す

講　

師　

西
垣
紀
壬
代
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
か
つ
60
歳
以
上
の
方

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

実
施
日　

４
月
26
日
（
日
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ�

ー
ル
）　　
　

講　

師　

本
村
陽
子
さ
ん
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

参
加
対
象　

�

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
小
学
生
以

上
（
小
学
生
保
護
者
同
伴
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具

定　

員　

先
着
20
人

申
込
受
付　

４
月
６
日
（
月
）
～
17
日
（
金
）

　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　

時　

�

４
月
25
日（
土
）～
６
月
28
日（
日
）

ま
で

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

日　

時　

５
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
５
時

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
度

相
楽
手
話
奉
仕
員
養
成
事
業

大
人
も
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
体
験
事
業

『
手
話
教
室
』（
３
町
村
）

『 

陽
子
さ
ん
の
音
楽
講
座
“
音
か
ら

拡
が
る
イ
マ
ー
ジ
ュ
”』（
３
町
村
）

『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』（
南
山
城
村
）

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

イ
ー
ラ
イ
・
フ
ァ
ス
タ
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

◦
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

４
月
８
日
（
水
）・
22
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み

ホ
ー
ル
）

講　

師　

ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

※�
以
上
の
各
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
た

め
、
今
後
の
状
況
に
応
じ
て
、
変
更
、
ま

た
は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
お
電
話
に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

催

ɹし

催

ɹし

わ
か
り
や
す
い
文
化
財
セ
ミ
ナ
ー

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

歴
史
を
歩
く「
西
国
街
道
を
歩
く
」

そ
の
２
～
恵
解
山
古
墳
と
勝
龍
寺
城
跡
～

企
画
展
「
絵
巻
と
勧
進
状
」

　

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

　

②
郵
便
番
号
・
住
所

　

③
年
齢

　

④
手
話
学
習
経
験
の
有
無　

　

⑤
連
絡
先
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

　

⑥�

笠
置
町
・
和
束
町
・
精
華
町
・
南
山
城
村
・

木
津
川
市
に
在
住
し
て
い
な
い
場
合
は

勤
務
先
ま
た
は
通
学
先

　

�

を
記
入
し
て
事
務
局
に
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
込
締
切　

４
月
28
日
（
火
）（
必
着
）

申
込
み
・
問
合
せ

　
　

〒
６
１
９-

０
２
１
４

　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15
番
地�

相
楽
会
館
内

　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
内

　
　

相
楽｢

手
話
教
室｣

事
務
局

　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　

℻
０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２
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おしらせ

　
　
　
　
　

☎
０
１
２
０
・
４
１
９
９
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体

実
施
日

場　

所

４
月
15
日
（
水
）

つ
む
ぎ
て
ら
す

　
　

21
日
（
火
）

飛
鳥
路
集
会
所

　
　

24
日
（
金
）

笠
置
会
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
直
通
）

実
施
日

場　

所

４
月
17
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４�

救
急
・
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

４
月
20
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

　
　
　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ�

ー
ル
研
修
室
）

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。
事
前
予
約
は
４
月
17
日
（
金
）
午
後

５
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

日　

時　

�

４
月
７
日
（
火
）・
５
月
８
日
（
金
）・

６
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分

実
施
日　

４
月
20
日
（
月
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ�

ー
ル
研
修
室
）

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

行
政
・
人
権
・
困
り
ご
と
相
談
（
南
山
城
村
）

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

出
張
が
ん
個
別
相
談

相

ɹ談

相

ɹ談

実
施
日　

４
月
21
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

産
業
振
興
館
１
階
研
修
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
・
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

４
月
７
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

和
束
町
役
場�

第
１
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１（
直
通
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

４
月
27
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

人
権
相
談
（
和
束
町
）

伊
賀
・
山
城
南
・
東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

　

２
０
２
０
年
国
勢
調
査
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

調
査
期
間
は
約
３
か
月
で
９
月
～
11
月
の

予
定
で
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
お
気
軽
に
南
山
城
村
総

務
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

国
勢
調
査
調
査
員
募
集
（
南
山
城
村
）

　

笠
置
町
で
は
、
現
在
の
農
業
委
員
の
任
期

が
、
令
和
２
年
７
月
19
日
で
満
了
す
る
た
め
、

新
た
な
農
業
委
員
の
募
集
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
は
、農
業�

者
等
か
ら
の
推
薦
と
応
募
に
よ
り
委
員
候
補

者
を
求
め
、議
会
の
同
意
を
得
て
町
長
が
任
命�

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
笠
置
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問�

合
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　

10
人

受
付
期
間　

４
月
１
日
（
水
）
～
30
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

笠
置
町
農
業
委
員
会
委
員
募
集

募

ɹ集

募

ɹ集

講　

師　

大
山
崎
町
歴
史
資
料
館

　
　
　
　

館
長�

福
島
克
彦
さ
ん

定　

員　

30
人
先
着
順

参
加
費
用　

無
料

申
込
期
限　

４
月
30
日
（
木
）
ま
で

　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

施
設
の
ご
案
内･･････････････････････

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
２
０
０
円
、
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　

※�

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
翌
火
曜
日
）

問
合
せ　

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
86
・
５
１
９
９

　
　
　
　

℻
０
７
７
４
・
86
・
５
５
８
９

制
で
お
応
え
し
ま
す
。

※
通
話
・
相
談
は
無
料
で
す
。

◇�

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た

し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お
名
前
と

年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇�

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お

住
い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
（
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
）
で
ご
相
談
で
き
ま
す
。

◇�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）　

　
　
　

※
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
に
要
必
着

任　

期　

令
和
２
年
７
月
20
日
（
月
）
～�

　
　
　
　

令
和
５
年
７
月
19
日
（
水
）

問
合
せ　

�

笠
置
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）
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おしらせ

日　

時�

４
月
28
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
駅
前
１ｰ

10

　
　
　
　

�（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅�

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

　
　
　
　

�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
「
あ
ん
」

費　

用　

無
料

問
合
せ　

�
し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
１

　
　
　
　

０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

※�

相
談
会
以
外
の
日
に
も
ご
相
談
を
お
受
け
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

就
職
相
談
（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　

時　

４
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー（
相

楽
会
館
内
）

内　

容　

�

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定�

（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時

間
程
度
）

対　

象　

�

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま

い
で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て

お
ら
れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

�　

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
４

月
16
日
（
木
）
ま
で
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。
ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・

年
齢
・
住
所
・
電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
）・
相
談
内
容
・
ご
希
望
の
時
間

帯
を
お
し
ら
せ
く
だ
さ
い
。
申
込

み
が
多
い
場
合
は
、
変
更
を
お
願

き
こ
え
の
相
談
会

ͦ
の
ଞ

ͦ
の
ଞ

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
し
尿
汲

み
取
り
等
業
務
の
休
止
に
つ
い
て

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

等
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

　

現
在
、
し
尿
の
汲
み
取
り
業
務
に
つ
い
て

は
相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
に
お
い
て
、
地
域

割
り
を
決
め
、
業
者
委
託
に
よ
り
、
業
務
を

お
こ
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
尿
の
処
理
を
し
て
い
る
大
谷
処
理
場
は

長
年
、
稼
働
を
続
け
て
お
り
、
故
障
等
に
よ

る
業
務
の
停
滞
を
防
ぐ
た
め
、
下
記
期
間
で

　

令
和
元
年
５
月
29
日
に
女
性
活
躍
推
進
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
改
正
法
が
成
立
し
、

６
月
５
日
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
法
の

主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

①�

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
が
事
業

主
の
義
務
と
な
る
（
改
正
労
働
施
策
総
合

推
進
法
）

②�

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
一
般
事
業
主
行

動
計
画
の
策
定
・
届
出
等
が
常
用
労
働
者

３
０
０
人
以
下
１
０
１
人
以
上
の
事
業
主
の

義
務
と
な
る
（
改
正
女
性
活
躍
推
進
法
）

③�

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
妊
娠
・
出�

産
・
育
児
休
業
等
を
理
由
と
し
た
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
対
策
の
強
化
（
改
正
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
、改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
）

施
行
日
は
そ
れ
ぞ
れ
、
①
・
③
に
つ
い
て
は

大
企
業
が
令
和
２
年
６
月
１
日
か
ら
、
①
・

②
に
つ
い
て
は
中
小
企
業
が
令
和
４
年
４
月

１
日
か
ら
、
③
に
つ
い
て
は
令
和
２
年
６
月

１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

京
都
労
働
局�
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
４
１
・
３
２
１
２

　令和元年度コミュニティ助成事業を活用し、消火活動の機能を充実させるため、消火栓ホース 33本と角型
組立水槽１台を整備しました。消火栓ホースは各消防分団に配備し、角型組立水槽は消火活動や訓練などに
活用し、消防・防災力の強化を図ります。
　この事業は、一般財団法人自治
総合センターによる、宝くじの社
会貢献広報事業として、宝くじの
受託事業収入を財源として実施
しているコミュニティ助成事業
で、宝くじ助成金を活用して整備
したものです。

和束町消防団活動備品を整備しました

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

相
談
料　

無
料

問
合
せ
・
予
約

　
　
　
　

�

実
施
日
の
前
日
午
後
４
時
ま
で
に

左
記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

�（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町
43

メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

　
　
　
　

０
１
２
０
・
０
７
８
・
３
９
４

　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９ｰ

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　
　

℻
０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

改
良
工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
休
止
期
間　

４
月
29
日
（
水
・
祝
）
～

　
　
　
　
　
　

５
月
10
日
（
日
）

　

※�

４
月
30
日
（
木
）、
５
月
１
日
（
金
）
は

通
常
ど
お
り
業
務
を
お
こ
な
い
ま
す
。

問
合
せ　

相
楽
郡
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
４
２
１

消火栓ホース 33 本、角型組立水槽１台
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おしらせ

農村宿泊体験（農泊）4月の予定
　「京都やましろ体験交流協議会」として本格的に
農村宿泊体験事業を開始してから、７年目の春が
やってきました。ご迷惑をおかけしている部分も
ありますが、みなさんから多くのご意見をいただ
き、また励まされながら、ようやく形のあるもの
になってきたと感じています。国内外を問わず、
京都山城地域に来ていただく学校・団体も増えは
じめ、この地域の魅力が浸透してきたのだと思い
ます。
　５月からは国内教育旅行の受入も始まります。
団体数や 1団体あたりの人数が多く、協力いただ

京都やましろ体験交流協議会
〒619-1222　和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
☎：0774・78・3396　担当：下村・鍵岡
E-mail：info@chagenkyo.com

ける家庭を募集しております。
　笠置町・和束町・南山城村の３町村協働で組織
した「京都やましろ体験交流協議会」では、子ど
もたちや海外のみなさんと農村で生活を共に送る、
「農泊事業」を進めています。いっしょにごはんを
作り、食べ、お茶を急須で淹れて飲み、話し、家
族のように過ごしていただきます。少しでも受入
にご興味をお持ちいただいた笠置町・和束町・南
山城村のみなさん、事務局が全力でサポートいた
します。お気軽にご連絡ください。
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図書室だより

★ Pick UP ★
「レンタルなんもしない人のなんもしなかった話」
レンタルなんもしない人 ／ 著

　2018 年 6 月に「レンタルなんもし
ない人」というサービスがスタートし
た時から半年間の出来事を、ほぼ時系
列で紹介する。本当になんもしないの
に次々に起こる、ちょっとふしぎでこ
ころ温まるエピソードが満載。

今月の新着図書
町村別 種　類 タ�イ�ト�ル 著�者�名

笠�置�町

一般書
桔梗の旗　　明智光秀と光慶 谷津矢車

熱源 川越宗一
イマジン？ 有川ひろ

児童書
県知事は小学生？ 濱野京子

おひめさまになったワニ ローラ・エイミー・シュリッツ
くまのテセウス かねこ�あつし�かねこ�やすこ

和�束�町

一般書
レンタルなんもしない人のなんもしなかった話 レンタルなんもしない人
黒武御神火御殿－三島屋変調百物語六之続－ 宮部みゆき

思い出の修理工場 石井朋彦

児童書
いちにちうんち かわしまななえ

窓 小手鞠るい
のりまき 小西英子

南山城村

一般書
月まで三キロ 伊予原新

心。 稲盛和夫
熱源 川越宗一

児童書
ポリぶくろ 1まいすてた ミランダ・ポール

コナンの 10才までに覚えたいことば 青山剛昌
おかめひょっとこ 最上一平

☆3町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

多
量
・
高
額
な
教
材
販
売
目
的
の

�

家
庭
教
師
派
遣
は
慎
重
に
！

Q
家
庭
教
師
の
勧
誘
電
話
が
あ
り
、

小
６
の
息
子
が
無
料
体
験
を
受
け
、

息
子
も
気
に
入
っ
た
の
で
頼
む
こ
と

に
し
た
。
す
る
と
突
然
教
材
の
話
が

出
て
、「
購
入
し
な
い
と
家
庭
教
師
は

派
遣
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
中

学
３
年
間
分
ま
と
め
て
買
う
必
要
が

あ
り
、
約
50
万
円
と
高
額
だ
っ
た
が
、

こ
れ
さ
え
あ
れ
ば
他
の
教
材
は
い
ら

な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
購
入

し
た
。
派
遣
さ
れ
た
教
師
は
無
料
体

験
の
と
き
と
は
違
う
人
で
態
度
や
指

導
法
も
悪
か
っ
た
う
え
、
購
入
し
た

教
材
の
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
。
解

約
・
返
品
を
申
し
出
る
と
、
高
額
な

教
材
の
解
約
料
が
提
示
さ
れ
た
。
納

得
で
き
な
い
。 

（
40
代
女
性
）

A
進
級
・
進
学
を
間
近
に
控
え
、
勉

強
に
対
す
る
関
心
や
不
安
が
高
ま
る

時
期
で
す
。
事
例
の
よ
う
に
、
家
庭

教
師
派
遣
と
セ
ッ
ト
で
多
量
な
教
材

の
購
入
を
迫
ら
れ
た
り
、
高
額
な
教

材
の
解
約
料
を
請
求
さ
れ
た
り
す
る

ト
ラ
ブ
ル
は
依
然
多
く
、
注
意
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
無
料
体
験
で
は
レ
ベ
ル
の

高
い
家
庭
教
師
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
子
供
が
や
る
気
を
示
す
と

高
額
な
教
材
ま
で
契
約
し
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
一
度
に
多
量
・
高
額
な

契
約
を
結
ぶ
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

そ
の
場
で
は
契
約
せ
ず
、
慎
重
に
検

討
し
、
解
約
な
ど
の
条
件
に
つ
い
て

も
よ
く
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

家
庭
教
師
や
教
材
の
契
約
は
法
律

の
規
制
を
受
け
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

が
で
き
た
り
、
中
途
解
約
時
に
様
々

な
交
渉
が
で
き
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
と
き
は
な

る
べ
く
早
く
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

　
　
　
　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）

　

�

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
　
　

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　

※
土
日
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
５
７
・
９
０
０
２
へ（
電
話
の
み
）

住　

所　

�

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階

　
　
　
　

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

相
談
す
れ
ば

楽
に
な
る

和束町体験交流センター図書室より
☆『おはなしのじかん』
　日　時　4月26日（日）午前10時30分～
　場　所　和束町体験交流センター1階ホール
読書活動推進事業
☆『子ども読書の日』と『こどもの読書週間』
　４月23日は『子ども読書の日』です。また、４月23日
〜５月12日は『こどもの読書週間』です。これに合わせて、
笠置町図書室及び和束町体験交流センター図書室では読書
の機会をより増やすため、『こどもの読書週間』期間中の
閲覧日には図書の貸出をおこないます。新しい季節に、読
書をとおして新しい世界をのぞいてみませんか。ぜひ図書

室へお越しください。
笠置町図書室
　４月20日（月）・22日（水）・27日（月）・28日（火）
和束町体験交流センター図書室
　４月23日（木）・30日（木）・５月７日（木）
☆『ブックカフェ』
　５月下旬、笠置町にて開催を予定しています。紹介した
い本はおひとり３冊までをご持参ください。もちろん見学
のみのご参加も歓迎いたしますので、お気軽にご参加くだ
さい。申し込みなど、詳しくは５月号でお知らせします。

図書室の連絡先
　笠置町図書室　　　　　　　　　☎ 0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室　☎ 0774・78・4013
　南山城村図書室　　　　　　　　☎ 0743・93・0522



ϕετγϣοτまち＊むら ೆࢁ村

茶香服大会
南山城村が団体 ・個人で優勝

݄͔̐Βʮͦͷଞϓϥઐ༻ାʯͰͷऩू͕࢝·Γ·ͨ͠ʂ
ผऩूʹ͍͝͠ئ͓ྗڠ·͢

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町੫ॅຽ՝ 和束町村ৼڵ՝ 南山城村ޫ؍ۀ࢈՝
☎0743ŋ95ŋ2301（ද） ☎0774ŋ78ŋ3008（௨） ☎0743ŋ93ŋ0105（௨）
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人口・世帯数
（令和２年３月１日現在）３町村人口

和 束 町

܊૬ָژ����1��12˟
和束町壟זࣈ妁খࣈੜਫ1��2
☎0774�78�3001
℻0774�78�2799

IUUQ���XXX�UPXO�XB[VLB�LZPUP�KQ�

南 山 城 村

܊૬ָژ��1��1�11˟
南山城村壟ࣈ壟Տݪখٱࣈอ1��1
☎0743�93�0101
℻0743�93�3030

IUUQ���XXX�WJMM�NJOBNJZBNBTIJSP�MH�KQ�

笠 置 町

܊૬ָژ��1��13�3˟
笠置町壟ࣈ笠置খࣈ妀���1
☎0743�95�2301
℻0743�95�2961

IUUQT���XXX�UPXO�LBTBHJ�MH�KQ�

ਓ　ޱ� 3846ਓ　
ੈଳ� 1702ੈଳ

（6ݮ）
（4ݮ）

ਓ　ޱ� 1278ਓ　
ੈଳ� � �634ੈଳ

（4ݮ）
（2ݮ）

ਓ　ޱ� 2659ਓ　
ੈଳ� 1228ੈଳ

（1ݮ）
（૿1）
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　　　　Ϗχール・ϓϥενックϋンΨーなど
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運行日：月・水・金・土
ʢॕ日ӡߦɾ12月2�日〜 月̍３日はӡٳʣ

運　賃：最大300円
　�ɿ1�ʗ 1�ɿ1�ʗ 13ɿ1�ʗ 1�ɿ��

　�ɿ1�ʗ 11ɿ1�ʗ 1�ɿ1�ʗ 1�ɿ��

ʲӡߦঢ়گやれにؔすΔことʳ
会ࣾΩタϞϦࣜג
☎0595・38・1524
ʲͦの墶の合せʳ
南山城村૯՝
☎0743・93・0102

ӡߦঢ়֬گೝ
23ίーυ

加ໜํ໘のお出か͚に。̡૬ָ౦෦Ҭόε �தߦrධӡ

　̎月1�日ʢ月ʣ、શ夹ࢢʢ城ཅࢢʣにおいて、
̟̖શژ本෦夹ࢦ定ऀۀのژみどり会ओ
催の壠��ճ夹߳壟会͕、ژの夹࢈夥11
夥۠の壝දऀ11�ਓ͕参加して開かれました。
　５छྨの夹ʢӉۄ࣏࿐ɾീঁۄ࿐ɾӉ࣏ઝ夹ɾ
੩Ԭઝ夹ɾࣛࣇౡઝ夹ʣをҿみൺてಘをڝい、
多体の෦で南山城村νーϜ͕༏উ、ݸਓの෦では
಄َさんʢߴඌʣ͕見ࣄ、օで༏উをՌたさ
れました。

の南山城村νーϜإの݁Ռにসߴ࠷

ͦͷଞͷϓϥενοΫ ઐ༻ାऩूɾ৽نಋೖ

　ͦの墶ϓϥενοΫとは、ϓϥενοΫ༰ثแҎ֎のϓϥενοΫです。
。ϓϥενοΫのもので、ͦれࣗ体をར༻すΔϓϥενοΫなど͕壈となります͕࣭ࡐ
　৯อ墰༰ث、ετϩー、εϓーンなど͕࣭ࡐϓϥενοΫでもʮʢʣʯとして
。ɾแでは͋りませんثされΔものは༰༺
ͦのଞϓϥενックʹ分ผしͯɺʮͦのଞϓϥʯの日ʹઐ༻ାʹೖΕͯおग़し͍ͩ͘͞ɻ

Ϛークのな͍もの ʮͦのଞϓϥενックઐ༻ାʯͰのऩूとなΓ·しͨ
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